
5月 3日・憲法記念日
4日・みどりの日
5日・こどもの日

（皐月） MAY

尊属とは自分より上の世代の血族（血のつながりのある者）で、
自分より下の世代の血族は卑属と呼びます。直系血族は、曾祖父
母、祖父母、父母、本人、子、孫、曾孫と世代が上下に直線的に
繋がる関係。直系尊属とは、自分より上の世代の直系血族になる
ので、父母、祖父母、曾祖父母等がこれに当たります。
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5 2012（平成24年）

ワンポイント

5月の税務と労務

直系尊属

国　税／4月分源泉所得税の納付
5月10日

国　税／3月決算法人の確定申告
（法人税・消費税等） 5月31日

国　税／9月決算法人の中間申告
5月31日

国　税／6月、9月、12月決算法人の
消費税等の中間申告
（年3回の場合） 5月31日

国　税／個人事業者の消費税等の中
間申告（年3回の場合）5月31日

国　税／確定申告税額の延納届出に
よる延納税額の納付

5月31日
国　税／特別農業所得者の承認申請

5月15日
地方税／自動車税・鉱区税の納付

都道府県の条例で定める日
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全
国
銀
行
協
会
は
、
同
協
会
の
全

銀
電
子
債
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
で
ん

さ
い
ネ
ッ
ト
）
を
ま
も
な
く
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。
多
く
の
金
融
機
関
が

参
加
す
る
こ
と
か
ら
、
手
形
に
代
わ

る
新
た
な
決
済
手
段
で
あ
る
「
電
子

記
録
債
権
」
の
利
用
が
進
む
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

□１
電
子
記
録
債
権
と
は

「
電
子
記
録
債
権
」
と
は
、
電
子

債
権
記
録
機
関
（
以
下
、
記
録
機
関
）

の
記
録
原
簿
へ
の
電
子
記
録
を
そ
の

発
生
・
譲
渡
等
の
要
件
と
す
る
も
の

で
、
既
存
の
売
掛
債
権
・
手
形
債
権

な
ど
と
は
異
な
る
新
た
な
金
銭
債
権

の
こ
と
で
す
。
全
国
銀
行
協
会
の
場

合
、
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
が
記
録
機
関

に
当
た
り
ま
す
。

手
形
と
同
様
、
電
子
記
録
債
権
の

譲
渡
に
は
、
取
引
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
の
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
事
業
者
は
、
企
業
間
取
引
な

ど
で
発
生
し
た
債
権
の
支
払
に
関
し
、

パ
ソ
コ
ン
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
電
子
記

録
を
す
る
こ
と
で
、
安
全
・
簡
易
・

迅
速
に
電
子
記
録
債
権
の
発
生
・
譲

渡
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□２
制
度
創
設
の
背
景

金
銭
債
権
を
活
用
し
た
事
業
者
の

資
金
調
達
手
段
と
し
て
は
、
取
引
関

係
に
あ
る
企
業
相
互
間
で
の
売
掛
債

権
や
振
り
出
さ
れ
た
手
形
の
譲
渡
・

質
入
れ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
売
掛
債
権
の
譲
渡
・
質

入
れ
は
、
譲
渡
等
の
対
象
で
あ
る
債

権
の
存
在
や
、
そ
れ
が
誰
に
帰
属
し

て
い
る
の
か
確
認
に
手
間
と
コ
ス
ト

を
要
す
る
上
、
二
重
譲
渡
リ
ス
ク
等

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

売
掛
債
権
の
譲
渡
等
は
、
一
般
的
に

は
活
用
が
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
手
形
の
譲
渡
・
質
入
れ
は
、

紙
媒
体
で
あ
る
手
形
の
場
合
、
保
管

コ
ス
ト
や
紛
失
リ
ス
ク
等
の
問
題
が

あ
り
、
最
近
で
は
手
形
の
利
用
自
体

が
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
全
国
銀
行
協
会
の
統
計

資
料
に
よ
る
と
、
手
形
交
換
高
は
、

ピ
ー
ク
だ
っ
た
平
成
二
年
当
時
に
比

べ
る
と
平
成
二
十
二
年
は
金
額
で
十

分
の
一
に
、
枚
数
で
四
分
の
一
に
減

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
形
や
売
掛
債
権
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
解
消
し
、
事
業
者
の

資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
目
的
で

創
設
さ
れ
た
の
が
電
子
記
録
債
権
制

度
で
す
。
平
成
十
九
年
六
月
に
電
子

記
録
債
権
法
が
成
立
、
二
十
年
十
二

月
か
ら
施
行
さ
れ
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
一
〇
〇
％
出
資
の
日
本
債
権

機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
Ｏ
）
が
、
記
録
機

関
の
指
定
を
受
け
電
子
記
録
債
権
決

済
サ
ー
ビ
ス
「
電
手
」
を
二
十
一
年

八
月
か
ら
先
行
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

□３
電
子
記
録
債
権
の
メ
リ
ッ
ト

a

指
名
債
権
と
の
比
較

民
法
上
、
指
名
債
権
（
売
掛
債

権
）
を
譲
渡
す
る
こ
と
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
指
名
債
権
は
、

当
事
者
の
合
意
が
あ
れ
ば
譲
渡
が

可
能
で
あ
る
た
め
、
二
重
譲
渡
の

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
、

電
子
記
録
債
権
は
、
電
子
記
録
を

す
る
こ
と
を
そ
の
発
生
や
譲
渡
の

要
件
と
し
て
お
り
、
当
事
者
間
の

合
意
の
み
で
は
譲
渡
で
き
な
い
た

め
、
二
重
譲
渡
の
リ
ス
ク
が
排
除

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
名
債
権
の
譲
渡
が
あ

っ
た
こ
と
を
債
務
者
に
主
張
す
る

に
は
、
債
務
者
へ
の
通
知
ま
た
は

債
務
者
の
承
諾
が
必
要
で
す
が
、

電
子
記
録
債
権
の
譲
渡
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
電
子
記
録
債
権
の
存

在
・
帰
属
が
電
子
的
に
記
録
さ
れ

る
た
め
、
債
務
者
へ
の
通
知
ま
た

は
承
諾
が
な
く
て
も
、
電
子
記
録

債
権
の
債
務
者
が
、
そ
の
電
子
的

な
記
録
（
債
権
記
録
）
を
確
認
す

る
こ
と
に
よ
り
、
電
子
記
録
債
権

の
債
権
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
す
。

な
お
、
指
名
債
権
の
場
合
、
債

権
の
譲
受
人
は
、
権
利
発
生
の
原

因
と
な
っ
た
売
買
契
約
等
が
無
効

に
な
っ
た
な
ど
の
事
情
を
理
由
と

し
て
支
払
い
を
拒
ま
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
電
子
記
録
債
権
の

場
合
は
、
手
形
と
同
様
に
、
原
則

と
し
て
債
務
者
は
譲
受
人
に
対
し

て
こ
の
よ
う
な
原
因
債
権
の
事
情

等
を
理
由
と
し
て
支
払
い
を
拒
む

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
（
人
的
抗
弁

の
切
断
）。

s

手
形
と
の
比
較

手
形
は
、
権
利
内
容
を
紙
面
に
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記
載
す
る
こ
と
で
、
指
名
債
権
の

デ
メ
リ
ッ
ト
を
排
除
す
る
も
の
で

す
が
、
紙
媒
体
を
使
用
す
る
た
め

書
面
の
作
成
・
交
付
・
保
管
に
要

す
る
コ
ス
ト
増
や
盗
難
・
紛
失
の

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。
電
子
記
録

債
権
は
、
権
利
内
容
を
電
子
的
に

記
録
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
問

題
を
解
消
ま
た
は
軽
減
で
き
ま
す
。

ま
た
、
手
形
は
分
割
で
き
ま
せ

ん
が
、
電
子
記
録
債
権
の
場
合
は
、

分
割
し
て
譲
渡
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。

d

税
法
上
の
メ
リ
ッ
ト

電
子
記
録
債
権
に
は
、
紙
で
あ

る
手
形
と
異
な
り
印
紙
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。
手
形
の
場
合
、
一

〇
万
円
未
満
は
非
課
税
で
す
が
、

一
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
万
円
以
下

は
二
〇
〇
円
の
印
紙
税
が
か
か
り
、

記
載
金
額
が
多
く
な
る
に
つ
れ
印

紙
税
が
増
え
ま
す
。

□４
取
引
の
イ
メ
ー
ジ

◎
電
子
記
録
債
権
の
発
生

債
権
者
と
債
務
者
の
双
方
が
記

録
機
関
に
「
発
生
記
録
」
の
請
求

を
し
、
こ
れ
に
よ
り
記
録
機
関
が

記
録
原
簿
に
「
発
生
記
録
」
を
行

う
こ
と
で
電
子
記
録
債
権
は
発
生

し
ま
す
。

◎
電
子
記
録
債
権
の
譲
渡

譲
受
人
と
譲
渡
人
の
双
方
が
記

録
機
関
に
「
譲
渡
記
録
」
の
請
求

を
し
、
こ
れ
に
よ
り
記
録
機
関
が

記
録
原
簿
に
「
譲
渡
記
録
」
を
行

う
こ
と
で
電
子
記
録
債
権
を
譲
渡

で
き
ま
す
。

◎
電
子
記
録
債
権
の
消
滅

金
融
機
関
を
利
用
し
て
債
務
者

口
座
か
ら
債
権
者
口
座
に
払
い
込

み
に
よ
る
支
払
い
が
行
わ
れ
た
場

合
、
電
子
記
録
債
権
は
消
滅
し
、

記
録
機
関
は
金
融
機
関
か
ら
通
知

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、「
支
払
等

記
録
」
を
し
ま
す
（
図
１
参
照
）。

□５
割
引
・
回
し
・
分
割
も
Ｏ
Ｋ

電
子
記
録
債
権
は
、
手
形
割
引
の

よ
う
に
金
融
機
関
に
譲
渡
し
て
現
金

化
、
あ
る
い
は
回
し
手
形
の
よ
う
に

二
次
納
入
企
業
に
譲
渡
し
て
そ
の
支

払
い
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
手
形
は
分
割
で
き
ま
せ
ん

が
、
電
子
記
録
債
権
は
分
割
記
録
を

行
う
こ
と
で
分
割
が
で
き
る
の
で
、

複
数
の
二
次
納
入
企
業
の
支
払
に
充

て
る
こ
と
も
可
能
で
す
（
図
２
参
照
）。

詳
し
く
は
、
金
融
機
関
に
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。
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リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
、
時
速
五

〇
〇
㎞
で
走
行
す
る
超
電
導
リ
ニ
ア

モ
ー
タ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
東
京
〜
大

阪
を
結
ぼ
う
と
す
る
も
の
で
、
実
現

す
れ
ば
同
間
が
約
一
時
間
で
結
ば
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
東
京
〜
大
阪
を
結
ぶ
東
海

道
新
幹
線
の
利
用
客
は
一
日
四
〇
万

人
、
年
間
で
約
一
億
四
、
五
〇
〇
万

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
列
車
の
本
数

は
一
日
三
〇
〇
本
を
超
え
て
お
り
、

そ
の
輸
送
状
況
は
ひ
っ
迫
し
て
い
ま

す
。
輸
送
力
の
限
界
に
備
え
る
と
と

も
に
、
大
規
模
な
災
害
や
テ
ロ
に
対

し
て
、
多
重
型
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
リ

ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
実
現
は
重
要
性

を
増
し
て
い
ま
す
。

平
成
三
十
九
（
二
〇
二
七
）
年
に

名
古
屋
、
五
十
七
（
二
〇
四
五
）
年

に
大
阪
ま
で
の
開
業
を
目
指
し
て
計

画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「先義後利」の経営理念

先義後利（せんぎこうり）とは、中国
の儒学の祖の一人、荀子の栄辱編の中の
言葉で、「道義を優先させ、利益を後回し
にする」ことです。

企業の利益は、お客様・社会への義を
貫き、信頼を得ることでもたらされると
の意味で、言い換えると「お客様第一主
義」「社会への貢献」ということになるの
ではないでしょうか。

利益をあげることを最優先にせず、社
会のためになるという動機で、靴を片足、
左右サイズ違いでも販売するメーカーが
あります。片足が腫れて、両足同じサイ
ズの靴を履くことができない高齢者や、
片足が不自由で片足だけ特注の靴が必要
な人などへの丁寧な個別対応で顧客の信
頼を掴み業績を伸ばしています。
“お客様の立場に立った経営がビジネ

スの真に大切にすべき精神”ではないで
しょうか。

チョコレートの効用
〜１日50グラムで生活習慣病を防ぐ〜

登山者が非常食代わりにしたり、受験の
休み時間にエネルギーを補給したり、健康
にいいと定評のあるチョコレートですが、
改めて効能や食べ方を考えてみましょう。

チョコレートが健康に良いと言われる最
大の理由は、原料のカカオマスにポリフェ
ノールの一種である「カカオマスポリフェ
ノール」が含まれているからです。

ポリフェノールには、動脈硬化やがんな
どを引き起こす有害な活性酸素の働きを抑
え、血液中の悪玉コレステロールの酸化を
防ぐ抗酸化作用があります。野菜や赤ワイ
ン・緑茶・コーヒーなどにも含まれていま
すが、チョコレートは他の食品より含有量
が多く、吸収率も優れていると言われてい
ます。

さらにチョコレートには、ガンの発生や
進行を抑える、胃潰瘍の発生や悪化を防止

する、ストレスを予防し回復を助ける、ア
レルギー疾患や炎症を抑制する、免疫力の
バランスを整える、O-157やピロリ菌を殺
菌する、などの効用があると報告されてい
ます。

チョコレートを食べると肥満になる、虫
歯になるというイメージがありますが、カ
カオバターの主成分は体内への吸収率が低
く低カロリーなので太りにくい、他の菓子
と比べて虫歯になりにくいという研究結果
が報告されています。

しかし、砂糖は虫歯の発生源ですし、食
べ過ぎはカロリーの過剰摂取になります。
また、ホワイトチョコレートにはカカオマ
スを全く使っていない商品もあるそうです
ので注意が必要です。

１日に板チョコの半分、50g程度が適量
と言われていますので、偏った食べ方を避
け、おやつや食後のデザートに、コーヒー
やお茶と一緒に上質のものを軽くつまむの
が理想的な食べ方と言えそうです。

夢
の
超
高
速
鉄
道
計
画
「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
」


